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本
書
は
、
唐
・
宋
の
著
名
な
文
人
の
作
品
に
道
教
的
な
も
の
が
ど
の

よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
を
広
く
探
っ
た
労
作
で
あ
る
。
本
書
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
主
要
な
文
人
は
、
唐
の
王
維
・
杜
甫
・
沈
佺
期
・
宋
之

問
・
李
白
・
韓
愈
・
李
商
隠
、
宋
の
欧
陽
脩
・
曾
鞏
・
王
安
石
・
蘇
洵
・

蘇
軾
・
蘇
轍
・
蘇
過
・
蘇
符
・
蘇
籀
で
あ
る
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
つ

い
て
は
、「
あ
と
が
き
」
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
標
題
の
「
赤
壁
と
碧
城
」
は
、
蘇
軾
の
「
赤
壁
の
賦
」

と
李
商
隠
の
「
碧
城
」
の
詩
に
基
づ
く
が
、「
碧
城
」
の
「
碧
城　

十
二
曲
闌
干
、
犀
は
塵
埃
を
辟
け　

玉
は
寒
を
辟
く
」
の
詩
句
と

と
も
に
、蘇
軾
の「
念
奴
嬌
」の
詞
に
お
け
る「
大
江　

東
に
去
り
、

浪
は
淘
い
尽
せ
り　

千
古
の
風
流
人
物
を
／
故
塁
の
西
辺
、
人
は

道
う
是
れ
三
国
周
郎
の
赤
壁
な
り
と
」
の
懐
古
の
句
も
念
頭
に
置

く
。（
四
六
五
頁
）

唐
・
宋
文
人
の
作
品
に
見
え
る
道
教
的
な
も
の

浅
野　

春
二

Book Review

A5判　516頁
汲古書院

［本体 13,000円 + 税］

　

第
一
部
は
「
唐
代
の
文
人
と
道
教
」
で
あ
る
が
、
唐
代
の
道
教
に
つ

い
て
は
、砂
山
氏
は
す
で
に
思
想
史
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
研
究
し
て『
隋

唐
道
教
思
想
史
研
究
』（
平
河
出
版
社
、一
九
九
〇
年
）
を
ま
と
め
て
い
る
。

同
書
に
つ
い
て
は
、
砂
山
氏
ご
自
身
が
「
隋
か
ら
初
唐
に
亙
る
道
教
重

玄
派
の
存
在
を
指
摘
し
、
茅
山
派
道
教
に
対
置
し
て
、
盛
唐
の
玄
宗
時

代
ま
で
の
道
教
の
展
開
を
考
察
し
た
」（「
は
じ
め
に
」）
と
述
べ
て
い
る

が
、第
一
部
は
こ
う
し
た
考
察
を
敷
衍
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

砂
山
氏
は
『
隋
唐
道
教
思
想
史
研
究
』
第
二
部
の
序
章
に
お
い
て
、「
士

大
夫
と
道
教
と
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
考
慮
す
べ
き
点
を

挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
津
田
左
右
吉
氏
を
引
用
し
て
「
唐
代
士
大
夫
の
道

教
が
神
仙
思
想
的
側
面
と
老
荘
道
家
的
側
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と

す
る
見
方
」を「
分
析
視
角
」と
し
て「
貴
重
」で
あ
る
と
し
た
上
で
、「
道

教
の
宗
教
的
側
面
」
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
い
く
必
要
を
述
べ
る
。

砂
山
稔
著

赤
壁
と
碧
城

―
―
唐
宋
の
文
人
と
道
教
―
―
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そ
し
て「
当
時
の
士
大
夫
が
ど
の
よ
う
な
道
教
経
典
を
読
ん
で
い
た
か
」

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
さ
ら
に
「
士
大
夫
と
道
士
の
交

友
に
つ
い
て
見
て
行
く
方
法
」
を
提
案
す
る
。
そ
の
際
に
「
道
教
の
ど

の
学
派
、
宗
派
に
属
す
る
道
士
と
交
友
関
係
を
持
っ
た
か
と
い
う
こ
と

を
押
え
る
必
要
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
以
上
『
隋
唐
道
教
思
想
史
研
究
』

一
六
六
～
一
六
八
頁
）。
こ
れ
は
ま
さ
に
本
書
第
一
部
に
ま
と
め
ら
れ
た

諸
篇
を
貫
く
問
題
意
識
と
方
法
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
い
え
る
内

容
で
あ
る
。『
隋
唐
道
教
思
想
史
研
究
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
諸
篇
を
執

筆
し
て
い
る
時
点
で
、
す
で
に
本
書
へ
繫
が
る
問
題
意
識
を
砂
山
氏
が

抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

第
一
部
の
序
章
と
し
て
は
、
第
一
九
回
国
際
宗
教
学
宗
教
史
会
議
世

界
大
会
（IA

H
R

）
の
道
教
パ
ネ
ル
の
報
告
書
で
あ
る
『
道
教
研
究
の
最

先
端
』（
堀
池
信
夫
・
砂
山
稔
編
、
大
河
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
の
「
総
括
」

を
収
め
、
序
章
補
遺
と
し
て
、
遊
佐
昇
氏
の
『
唐
代
社
会
と
道
教
』
の

書
評
を
収
め
て
い
る
。
砂
山
氏
の
唐
代
道
教
研
究
に
対
す
る
立
場
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
序
章
お
よ
び
序
章
補
遺
と
位
置
づ
け
て

収
録
す
る
意
図
は
理
解
で
き
る
が
、
や
は
り
『
隋
唐
道
教
思
想
史
研
究
』

第
二
部
序
章
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
内
容
を
、
第
一
部
あ
る
い
は
本
書

全
体
の
序
章
と
し
て
新
た
に
執
筆
し
て
欲
し
か
っ
た
と
思
う
。
そ
う
す

れ
ば
、
一
見
個
別
的
な
興
味
・
関
心
か
ら
執
筆
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
え

る
各
章
が
、
一
貫
し
た
問
題
意
識
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
確
に
な
り
、
本
書
を
読
む
上
で
大
い
に
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
は
第
一
部
の
各
章
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

第
一
章
「
桃
源
・
白
雲
と
重
玄
・
本
際
―
王
維
と
モ
ダ
ン
な
道
教
―
」

で
は
、
王
維
の
「
桃
源
へ
の
憧
憬
や
白
雲
・
白
鶴
に
関
わ
る
作
品
」「
老

子
信
仰
、
道
教
経
典
」「
重
玄
」「﹃
本
際
経
﹄
に
関
す
る
詩
文
」
を
取

り
上
げ
、検
討
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、砂
山
氏
は
モ
ダ
ン
な
道
教
（
重

玄
派
道
教
）
と
レ
ト
ロ
な
道
教
（
茅
山
派
道
教
）
の
相
克
に
つ
い
て
述
べ

て
、「
王
維
は
モ
ダ
ン
な
重
玄
派
道
教
に
共
鳴
し
て
お
り
、
李
白
は
レ

ト
ロ
な
道
教
を
追
及
し
た
。
李
白
と
王
維
の
両
者
に
接
点
の
あ
る
杜
甫

は
、道
教
に
お
い
て
も
二
つ
の
側
面
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
」（
五
一
頁
）

と
し
て
い
る
。

　

第
二
章
「
太
清
・
太
一
と
桃
源
・
王
母
―
杜
甫
と
道
教
に
関
す
る
俯

瞰
―
」
で
は
、「
桃
源
郷
」「
王
母
信
仰
」「
太
一
救
苦
天
尊
」「
太
清
宮
・

玄
元
皇
帝
廟
」
を
視
点
に
、杜
甫
と
道
教
と
の
関
わ
り
を
論
じ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
杜
甫
が
「
道
教
重
玄
派
の
代
表
経
典
で
あ
る
﹃
本
際
経
﹄

を
読
み
、
詩
文
の
典
故
と
し
て
利
用
」
し
て
い
る
と
し
、
そ
の
こ
と
か

ら
杜
甫
の
「
朝
献
太
清
宮
賦
」
の
第
一
段
の
結
び
は
、
玄
宗
と
楊
貴
妃

と
を
「
長
楽
之
舎
」
に
還
る
元
始
天
尊
と
「
崑
崙
之
丘
」
に
帰
る
西
王

母
と
に
見
立
て
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
（
七
一
頁
）。

　

第
三
章
「﹃
九
幽
経
﹄
小
攷
―
初
唐
に
お
け
る
道
教
の
代
表
的
救
済
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経
典
―
」
は
重
玄
派
道
教
に
関
わ
る
道
教
経
典
の
研
究
で
あ
り
、
第
四

章
「
三
一
と
守
一
―
﹃
太
平
経
﹄
を
巡
る
太
玄
派
・
重
玄
派
と
茅
山
派

と
の
関
わ
り
を
包
摂
し
て
―
」
は
、『
太
平
経
』
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
唐

初
の
「
三
一
」
の
思
想
と
「
守
一
」
の
思
想
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。　

第
二
章
で
述
べ
て
い
る
内
容
と
の
関
連
か
ら
『
九
幽
経
』
に
つ
い
て
の

論
考
を
こ
こ
に
置
き
、
こ
れ
に
続
け
て
、
経
典
を
め
ぐ
る
思
想
史
研
究

の
論
考
を
置
い
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
前
著
の
『
隋
唐
道
教
思
想
史

研
究
』
に
直
接
繫
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
文
人
た
ち
の
作
品
に
影
響
を

与
え
た
唐
初
の
道
教
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
収
め
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

　

第
五
章
「
道
教
の
色
彩
学
―
中
国
宗
教
の
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
―
」
は
、
道
教
に
見
ら
れ
る
「
九
色
」
の
枠
組
み
と
「
玄
・
黄
・

紫
の
三
色
の
尊
重
」
を
中
心
に
色
彩
を
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
色
彩

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
李
白
に
関
連
し
て
は
第
七
章
で
、
李
商
隠
に
関

連
し
て
は
第
一
一
章
で
さ
ら
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

第
六
章
「
仙
女
と
仙
媛
―
沈
宋
の
文
学
と
道
教
―
」
は
、
沈
佺
期
お

よ
び
宋
之
問
と
道
教
と
の
か
か
わ
り
を
、則
天
武
后
晩
年
の
道
教
信
仰
、

王
子
晋
信
仰
、
七
夕
の
詩
、
仙
女
、
仙
媛
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
て
い
る
。

　

第
七
章
「
李
白
と
唐
代
の
道
教
―
レ
ト
ロ
と
モ
ダ
ン
の
間
―
」
は
、

モ
ダ
ン
な
重
玄
派
道
教
が
流
行
す
る
盛
唐
期
に
あ
っ
て
、
李
白
が
「
不

死
を
追
求
す
る
神
秘
的
で
実
践
的
な
道
教
を
求
め
て
い
た
」（
一
六
六
頁
）

こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
李
白
の
「
無
常
観
」
と
「
永
遠
性
へ
の
憧

れ
」（
一
四
八
頁
）
と
を
と
ら
え
た
上
で
、「
清
真
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
軸
に
し
て
道
士
・
李
含
光
と
の
関
わ
り
、道
士
・
胡
紫
陽
の
「
精
術
」

お
よ
び
道
士
・
元
丹
丘
の
「
談
天
」
へ
と
論
を
展
開
し
て
い
く
。
そ
し

て
「
色
彩
学
」
の
観
点
か
ら
「
謫
仙
」
と
「
紫
極
宮
」
の
問
題
、
お
よ

び
天
界
に
飛
翔
し
よ
う
と
す
る
時
に
乗
る
「
黄
鶴
」
を
取
り
上
げ
、
こ

れ
に
続
い
て
、
李
白
の
「
古
風
」
五
九
首
に
見
ら
れ
る
道
教
的
世
界
を

探
求
し
て
い
く
。

　

第
八
章
「
李
白
女
性
観
初
探
―
共
生
と
相
思
―
」
で
は
、
李
白
の
作

品
中
に
見
え
る
「
様
々
な
地
域
の
女
性
」
や
「
宮
中
の
女
性
」
を
取
り

上
げ
て
検
討
し
た
後
、
女
仙
の
麻
姑
、
西
王
母
、
魏
華
存
、
女
冠
（
女

道
士
）
の
焦
静
真
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
そ
し
て
結

論
部
分
で
「
李
白
は
女
性
描
写
に
巧
み
な
詩
人
と
さ
れ
る
が
、そ
れ
は
、

無
常
の
世
を
共
に
生
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
女
性
と
の
「
相
思
」

を
重
ん
ず
る
と
い
う
個
人
的
な
資
質
と
、
道
教
に
お
け
る
女
性
尊
重
の

思
想
と
が
相
互
に
影
響
し
あ
っ
て
織
り
成
さ
れ
た
彼
の
女
性
観
に
基
づ

く
も
の
と
思
量
さ
れ
る
」（
一
八
七
頁
）
と
す
る
。

　

第
九
章
「
柳
文
初
探
―
柳
宗
元
と
道
教
―
」
で
は
、
ま
ず
柳
宗
元
の

黄
老
・
儒
・
仏
に
対
す
る
考
え
方
を
見
た
後
、『
荘
子
』
に
あ
る
「
造
物
者
」

の
語
を
め
ぐ
っ
て
柳
宗
元
と
蘇
軾
と
の
思
想
の
共
通
点
を
論
じ
る
。
そ

し
て
「
植
物
を
詠
じ
た
詩
」
を
取
り
上
げ
、
本
草
学
の
側
か
ら
検
討
す
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る
。
さ
ら
に
、
柳
宗
元
の
「
東
明
張
先
生
墓
誌
」（
道
士
・
張
因
の
墓
誌
）

を
取
り
上
げ
て
道
士
と
の
交
際
に
つ
い
て
論
じ
、
民
間
信
仰
に
対
す
る

姿
勢
や
「
三
尸
」
説
の
批
判
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。

　

第
一
〇
章
「
韓
愈
の
死
生
観
と
道
教
―
老
荘
・
金
丹
・
神
仙
・
女
性

観
―
」
で
は
、
韓
愈
の
死
生
観
か
ら
出
発
し
、
金
丹
を
服
し
て
死
ん
だ

人
々
を
列
挙
す
る
「
故
太
学
博
士
李
君
墓
誌
銘
」
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
し
て
韓
愈
の
「
墓
誌
銘
の
重
視
と
道
教
批
判
を
繫
ぐ
も
の
、そ
れ
は
、

人
並
み
外
れ
て
『
死
』
に
注
目
す
る
彼
の
死
生
観
で
あ
っ
た
」（
二
二
一

頁
）
と
す
る
。
さ
ら
に「
桃
源
図
」に
お
け
る「
瞿
童
登
仙
批
判
」や「
謝

自
然
詩
」
に
お
け
る
「
女
性
神
仙
批
判
」
を
通
し
て
、
韓
愈
の
道
教
批

判
を
考
察
し
て
い
く
。

　

第
一
一
章
「
聖
女
・
中
元
と
錦
瑟
・
碧
城
―
李
商
隠
と
茅
山
派
道
教
―
」

で
は
、
李
商
隠
と
茅
山
派
道
教
と
の
か
か
わ
り
を
、
章
題
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
に
し
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

「
碧
城
」
の
語
の
典
故
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
『
太
平
御
覧
』
所
引
の
『
上

清
経
』
は
、『
上
清
変
化
七
十
四
方
経
』
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
し
て

い
る
（
二
五
四
～
二
五
五
頁
）。

　

第
一
部
の
各
章
の
紹
介
を
で
き
る
だ
け
簡
単
に
す
る
つ
も
り
で
こ
こ

ま
で
記
し
て
き
た
が
、
思
っ
た
以
上
に
紙
数
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。

遺
憾
な
が
ら
第
二
部
に
つ
い
て
は
、
各
章
の
紹
介
を
省
略
し
て
章
題
の

み
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　

第
二
部
「
宋
代
の
文
人
と
道
教
」
は
「
序
章
」
を
含
め
て
次
の
九
章

か
ら
な
っ
て
い
る
。

      

序
章
「
宋
代
道
教
と
雲
笈
七
籤
」

　
　

第
一
章
「
欧
陽
脩
の
青
詞
に
つ
い
て
―
欧
陽
脩
と
道
教
思
想
―
」

　
　

第
二
章
「
曾
鞏
と
麻
姑
信
仰
―
麻
姑
に
顔
色
を
妬
ま
る
る
に
似
た　
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り
―
」

　
　

第
三
章 
「
王
安
石
と
道
教
―
太
一
信
仰
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」

　
　

第
四
章
「
蘇
洵
の
水
官
詩
に
つ
い
て
―
蘇
洵
と
道
教
―
」

　
　

第
五
章
「
玉
皇
大
帝
と
宋
代
道
教
―
蘇
軾
を
中
心
に
し
て
―
」

　
　

第
六
章
「
蘇
轍
と
道
教
―
﹁
服
茯
苓
賦
﹂・『
霊
宝
度
人
経
』・﹁
抱
一
﹂・

　
　
　
﹁
三
清
﹂
を
中
心
に
―
」

　
　

第
七
章
「『
斜
川
集
』
を
読
む
―
蘇
過
と
道
教
―
」

　
　

第
八
章
「
蘇
符
と
蘇
籀
―
道
教
を
め
ぐ
る
両
蘇
と
そ
の
孫
―
」

　

第
二
部
も
第
一
部
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
人
と
道
教
と
の
か
か

わ
り
を
多
角
的
に
論
じ
る
。
序
章
で
は
、『
大
宋
天
宮
宝
蔵
』
の
精
髄

を
集
め
て
編
纂
さ
れ
た
張
君
房
の
『
雲
笈
七
籤
』
を
中
心
に
北
宋
の
道

教
に
つ
い
て
述
べ
、
三
元
思
想
や
黄
帝
尊
重
な
ど
の
問
題
を
扱
う
。
宋

代
の
道
教
と
い
え
ば
、
玉
皇
大
帝
の
信
仰
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
第
五
章
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

第
二
部
を
構
成
す
る
諸
論
文
の
執
筆
時
期
は
、
第
一
部
の
そ
れ
よ
り

も
早
い
。「
士
大
夫
と
道
教
と
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
の
砂
山
氏
の
関

心
は
、
ま
ず
宋
代
に
向
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
後
唐
代
に
回

帰
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
「
は
じ
め
に
」
に
記
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
有
名
な
文
人
た
ち
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
思
想
史
的
な
方

法
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
道
教
が
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

多
角
的
に
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
唐
・
宋
の
道
教
思
想
史
の
課
題

だ
け
で
は
な
く
、
文
学
研
究
に
か
か
わ
る
課
題
も
多
く
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
唐
・
宋
の
道
教
研
究
・
文
学
研
究
が
さ
ら
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
さ
の
・
は
る
じ　

国
学
院
大
学
）

講
演
会
「
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　

─
種
子
島
に
残
る
天
囚
の
貴
重
資
料
─
」

 

▼
講�

演
内
容
：

　
　

湯
浅
邦
弘
（
大
阪
大
学
教
授
）「
種
子
島
西
村
家
資
料
調
査
の
概
要
」

　
　

竹
田
健
二
（
島
根
大
学
教
授
）「
西
村
家
所
蔵
資
料
と
懐
徳
堂
―

　
　
　
﹁
故
西
村
博
士
記
念
会
会
務
報
告
書
﹂・
写
真
類
を
中
心
と
し
て
―
」

 

▼
日
時
：
12
月
2
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

 

▼
場
所
：
大
阪
大
学
文
学
部
二
階
大
会
議
室
（
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
1
―
5
）

 

▼
参�

加
費
：
五
〇
〇
円
（
当
日
受
付
に
て
）。
懐
徳
堂
記
念
会
会
員
、
大

阪
大
学
中
国
学
会
賛
助
会
員
無
料
。

 
▼
問�
合
せ
先
・
申
込
み
先
：
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
湯
浅
邦
弘
ま
で

　
　

 � yuasa@
let.osaka-u.ac.jp  

※
申
込
締
切
：
11
月
24
日
（
金
）

in
fo

r
m
a
tio

n


